組織的な大学院教育改革推進プログラム　

「理系の実践型女性科学者育成」の継続プログラム　

（博士前期課程・キャリア形成科目）
女性先端科学者 セ ミ ナ ー
講演テーマ

「大気輸送モデルを用いて

大気汚染物質の発生源を探る」

講　　師　峰島　知芳
    　　　　（ 東京農工大学　化学システム工学科　助教）

日　　時　9月16日（金）13：00〜14：30

場　　所　F５０６（大学院F棟５階）　　

対  象 者　博士前期課程（情報科学専攻、物理学専攻、

　　　　　数学専攻）の大学院生（選択必修）
　　　　　※大学院生以外の方の聴講も歓迎します！

◆問い合わせ　理学部情報科学科　林田（内線3440）

　　　　　　　sachiko＠ics.nara-wu.ac.jp　　　　　　　　

　


　講演者の峰島知芳さんは2002年、東北大学大学院からカリフォルニア大学バークレー校に進学され、2008年に博士課程を修了され理学博士を取得されました。カリフォルニア大学では、夜間の窒素酸化物の化学をより深く理解するため、レーザー誘起蛍光法を用いてNO3/N2O5を測る為の装置を開発し、野外観測を用いた研究を行われました。


　大学院修了後、三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社　環境・エネルギー部に研究員として勤務された後、国立環境研究所（つくば市）でNIESポスドクフェローとして、大気中の酸素濃度の観測と大気輸送モデルを組み合わせた二酸化炭素の全球収支解明のための研究をされました。その後、東京農工大学　工学部　化学システム工学科　助教として、これまでの研究を基に、東アジアの温室効果気体・大気汚染物質の発生量を正確に求めるため、それらの物質の観測結果と、大気輸送モデルを用いた研究に取り組んでおられます。


　今回の講演では、これまでの研究・経験と、大気輸送モデルの１つである、ラグランジュ型後方粒子拡散モデルFLEXPARTについて紹介していただき、また、沖縄県波照間島で実際に観測された温室効果気体・大気汚染物質の濃度（CO2、CO、CH4、その他）とモデル計算結果の比較についてお話ししていただきます。














